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実

手設

昭
和
十
七
年
刊
行
の
第
十
二
放
以
来
、
約
十
年
の
空
白
を
経
て
、
此
度
、
本
山
学

会
報
の
復
刊
を
見
る
に
歪
り
ま
し
た
こ
と
は
1

斯
皐
の
向
上
及
び
木
製
舎
の
護
震

に
寄
興
す
る
と
と
大
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
慶
突
に
湛
え
た
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
q

休
刊
以
来
、
諸
怒
の
惑
保
件
が
重
た
り
ま
し
た
が
、
行
事
そ
の
他
に
開
削
し
て
は

出
来
得
る
限
り
の
努
力
を

J

挑
ヲ
て
参
り
、
そ
の
一
部
は
前
数
回
に
わ
た
り
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
で
御
報
告
申
し
上
げ
た
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

此
度
の
複
刊
を
機
に
、
改
め
て
、
柊
戦
以
来
の
木
製
A
W
及
び
研
究
室
の
動
向
を

、
記
録
し
て
み
ま
し
た
。。

<> 
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一
、
昭
和
二
十
一
年
度

O

研

究

舎

!

五

月

二

十

西

日

!

戦

争

道

義

の

問

題

特

別

研

究

生

藤

川

正

方

法

論

文

墜

博

士

原

富

。
卒
業
論
文
税
収
表
舎

i
六
月
七
@
十
四
e
二
十
一
日
同

l

支

那

吉

代

社

舎

に

於

け

る

民

族

祭

記

の

一

例

鈴

木

修

次

君

紅

楼

夢

研

究

の

態

度

島

山

一

郎

君

泰

秋

態

研

究

序

訟

，

水

浮

利

忠

君

紫

解

体

忍

粧

の

一

一

試

論

卒

野

資

郎

君

磁

子

に

就

い

て

小

林

震

君

爾

雅

研

究

の

前

提

加

賀

築

治

君

魯

郊

に

就

い

て

加

藤

清

雄

君

王

子

の

壌

に

就

い

て

木

内

勇

君

率

一

家

思

想

管

見

井

口

幾

次

郎

君

男数
氏 氏

一

路

記

月

令

研

交

の

片

鱗

賀

論

語

孔

一

任

考

熊

符

議

浪

合

!

十

一

月

十

六

日

!

渓

文

教

育

の

将

来

本

堅

曾

長

竹

田

訳

書

令

i
十
一
月
中
匂
以
後
i

王

注

岩

子

(

指

導

者

)

小

林

明

氏

論

語

豆

一

変

(

刀

)

内

野

熊

一

郎

氏

史
記

A
W
注

考

詑

(

川

川

)

今

井

宇

三

郎

氏

。

研

究

笈

表

合

i

十
二
月
六
日
J

孟

子

管

見

特

別

研

究

生

藤

川

正

数

氏

mm
代

語

録

に

於

け

る

侍

脅

鍬

の

地

位

助

手

今

井

宇

三

郎

氏

。。

。
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一
。
昭
和
二
十
二
年
度

。

総

合

ー

研

究

後

表

合

符

有

来

三
部
訟
に
就
い
て

係
数
の
再
認
識

ヨ
本
浅
間
時
十
史
上
(
奈
良
朝
、
ま
で
)

の
諸
問
題

焚
辞
の
昆
山
命
科
誌
に
就
い
て

毛
詩
話
部
俸
に
就
い
て

草
案
備
忘
録

H
れ行

2

特

別

講

演

行

不

由

律

3

懇

親

舎

?な一

ブミ兵n
対 君e

ん

U

さ
え

a
r
J
q
t
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舎
別
修
正
e
委
員
選
謬
等

O
卒
業
論
文
後
表
舎

三
民
主
義
と
中
間
関
停
一
統
的
精
一
例

A
7
本
詩
集
停
よ
り
克
た
る
朱
子
の
詩
経
紘
一
-

鴻
訟
に
現
れ
た
る
三
家
詩
研
究

離
騒
の
本
質
と
そ
の
表
現

教
問
末
思
想
自
作
よ
り
開
設
子
成
書
へ
の
影
響

現
代
落
語
の
文
穫
と
音
節
と

の
関
係
に
就
い
て
の
研
究

三
十
一
日
斗
を
中
心
と
す
る
孔
子
思
想
の
考
祭

中
間
同
文
部
十
革
命
の
本
質
と
そ
の
源
流

0
1講
演

金

泉
陶
の
名
義
に
就
い
て

O

講

演

舎

中
顕
現
代
交
接
に
就
い
て

O
卒
業
論
文
護
表
A
Y

管
子
の
法
に
就
い
て
を

府
民
仰
ト
笈
の
研
究

康
問
問
帝
の
編
纂
鶴
護

活

子

研

究

出

居

易

中
関
文
字
路
?
に
就
い
て

中
縄
問
制
の
研
究

夷
放
経
戎
考

中
療
に
就
い
て

援
演
渠
の
思
想<> 

。

一
、
昭
和
二
十
三
年
度

i
六
足
十
一
@
十
三
日

i

秋

出
塚

本

高

梨

事

民

間
ρ

中

信

ー

し

涼

務

石

i
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稔
君

主
君

二
君

之
君

美
君

霊

作
げ
ご
ザ
コ

ふ

μ
ヨ
イ

雄
君

清
君

資
氏

む
氏

O
研
究
護
表
曾

正
始
壌
に
於
け
る
王
弼
の

立
場
の
一
考
察

左
停
に
見
え
る
君
子
の

性
格
に
就
い
て

無
紙
面
大
極
の
一
考
察

O

絡

会

ー

研

究

彦

、

表

舎

術

に

就

い

て

春
紋
に
於
け
る
君
子
の
性
格

溺

雑

務

部

考

経
鼠
十
の
成
立
に
就
い
て

和
歌
山
部
に
於
げ
る

漢
文
教
育
の
震
態

八
畑
氏
本
に
就
い
て

2

懇

親

舎

委

員

選

率

等

O
卒
業
論
文
護
表
金

活
応
記
の
文
章
の
一
考
察

山
海
経
に
就
い
て

清
談
に
就
い
て

文

中

子

孜

中

論

近
世
中
関
思
想
史
に
於
け
る
封
内
れ
に
就
い
て

ぐ〉

。

一
、
昭
和
二
十
凶
年
度

。
卒
業
論
文
稜
表
曾

段
見
革
命
に
就
い
て

芸l特
別
研
究
生

i
五
月
八
日

i

子

安

居

タミ
同

山
氏

ガて
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忠
氏

助

一

子

今

井

宇

三

郎

氏

i

十
一
月
十
二
日
l

教
育
大
慎
一
世

教

育

大

事

北
海
這
閥
単
畿
大
塵

教
育
大
向
車

和
歌
山
大
挙

お
茶
の
水
女
子
大
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氏

忠
氏
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氏

五
氏

忠
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一
、
昭
和
二
十
五
年
度

。

講

演

舎

中
間
制
思
想
よ
り
見
た
る
聖
徳
太
子

取
b

b

g

l
v
T叩
ぷ

恒

志

研

究

溌

表

合

法
の
構
造
に
見
え
る
韓
非
の
・

沼

山

殺

に

就

い

て

教

育

大

塵

毛
詩
源
流
に
関
す
る
一
考
察
都
立
八
女
高

史
記
引
待
警
の
訓
詩
的
考
察
北
海
道
車
塾
大
事

甲

骨

襲

管

見

教

育

大

墜

中

間

幽

吉

ト

考

主
漁
に
就
い
て

盤
銭
論
に
就
い
て

紀
州
藩
の
漢
文
撃
の
み
一
貌

新
製
制
上
の
漢
文
m
壊
の
あ
り
方

裁
東
原
路
一
街
越
訴

懇

親

曾

A
W
時
期
務
更
@
委
員
選
禁
等

科
制
併
の
制
度

帰
易
に
於
け
る
人
間
理
想
像

顔
氏
家
訓
青
続
篇
の
一
考
察

社
詩
の
一
日
間
形
態
に
就
い
て

五
議
之
の
一
考
察

名

、

笈

論

陶
潟
間
切
に
於
け
る
自
然
観

設
文
解
字
率
源
流
考

<) 

く〉

。1 2 

.， 
J、

<> 
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!
五
月
二
十
日
!

早

大

教

授

穏

井

康

i

六
月
十
七
日

i

静
同
一
大
事

香

川

大

事

和
歌
山
大
撃

一
照
井
大
閥
単

東

洋

大

翠

蹟
氏

絡

7診

夫
氏

tllrJ 
1切ワ

塚

本

主

氏

加

賀

祭

治

氏

水

津

知

忠

氏

安

居

香

山

氏

伊

藤

文

定

氏

藤

川

正

教

氏

松

下

忠

氏

寺

関

誌

合

弐

小

津

文

四

郎

氏

。
一
年
会
論
文
殻
表
A
M日

水
治
体

ι於
け
る
「
打
」

K
就
い
て

世
設
新
一
語
に
於
け
る
口
一
認
に
」
成
い
て

周
液
援
の
太
桜
開
設

魯
迅
の
統
諮
態
度

土
佐
の
市
山
内
干
に
就
い
て

文
心
附
俳
誌
に
於
け
る
丈
一
様

渓
代
に
於
け
る
枠

荻
生
何
仰
い
仰
に
就
い
て

楚
鮮
に
於
け
る
芳
松
沢
忠
烈

三
論
に
就
い
て

五

回

謹

動

r
F
4
F
A
E
 

エ
司
mu

↓百一日

史

指

導

さ!
十 i
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昭
和
二
十
六
年
度
講
義
題
目

。
東
京
文
理
科
大
紘
一
'

同
日
初
注
疏
演
習

~
γ
市
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M
7

↓一
h
-
u
t
J
U
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出

1
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ム

γ
勺

E
H
F
-
J
f
s
uぺ
木
ぺ
H
内
/

王
一
託
老
子
演
習

中
路
一
戸
日
間
紘
一
序
論
議
読

中
間
間
一
育
部
良
子
演
脅

一
言
語
翠
概
論
議
義

左

金

集

演

習

甲
骨
金
石
文
と
経
路
十
源
流
型
の
諸
問
題

中
間
開
倫
理
撃
史

4

k

n
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T
交

え
，
ぉ
J

H

3

む

小
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助
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中
間
関
思
想
史
公
木
代
〉

中

額

一

語

。
東
京
教
育
大
紘
一
噌

中
間
同
文
接
講
義

詩
怒
と
楚
続

b
九
四
J
u
k
呼出附
L

r苦
一
口
吋
吉
川
什
吉
川
凡

中
間
幽
明
代
小
説
講
談

漢
文
同
体
十
一
耕
一
間

日
本
漢
文
接
史

日
本
漢
文
接
演
脅

中
関
折
向
山
内
町
十
特
議

中
薗
常
務
演
一
脅

H
M
 

中
留
一
一
一
一
口
諮
問
紫
概
論

書
中
間
言
語
務
部
、
脅

全
中
関
官
邸
十
誌
該

d
H
H
 

中
関
思
想
史

中
翻
倫
理
務
史

中
間
同
一
語

H
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盟

諸
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日
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f》
十

猪
、
昭
和
二
十
六
年
度
接
合
誌
掲
載
論
文
募
集
の
と
ζ

ろ
、
態
世
話
論
文
十
数
一
織

に
及
び
ま
し
た
が
、
掲
載
絞
箆
の
都
合
上
、
遺
憾
な
が
ら
、
左
記
の
論
文
を
載
せ

る
と
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
、
孟
子
の
卒
〆
和
思
想

一
、
新
制
的
内
干
上
に
於
け
る

渓
交
翠
の
在
り
方
に
つ
い
℃

一

、

告

子

考

二
信
義
堂
の
文
撃
に
ク
い
て

一
、
二
十
四
孝
に
つ
い

て
の
一
考
察

信

州

大

翠

一
路
弁
大
塵

鹿
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大
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